
 

 

 

 

 

 

 

■ 学習が充実する季節になりました！ 

校長 石川 拓 

 

涼しくなって児童・生徒の

みなさんが気持ちよさそう

に活動しています。 

後期の個別指導計画が仕

上がりました。写真は読み終えた個別指導計画です。 

個人面談では担任と丁寧に対話を重ねていただき

感謝申し上げます。保護者様との面談を経て、①担

任➡②学部主任➡③副校長➡④校長の順で読み込み

ました。 

11月 16日(土)には「学習発表会」を開催します。

お渡しする個別指導計画をもとにした、毎日の一人

一人の充実した学習の積み上げの成果をお見せでき

るよう、教職員一同、準備を進めてまいります。 

 

■ H.C.R.国際福祉機器展がはじまります！ 

本校の学校経営の重点の一つが「デジタルや支援

技術などの最新の技術を導入・活用すること」です。 

H.C.R.通称：エイチシーアール（Int. Home Care 

＆ Rehabilitation Exhibition）は 

『ハンドメイドの自助具から最先端技術を活用

した介護ロボットまで、世界の福祉機器を一堂に

集めたアジア最大規模の国際展示会です』 

(H.C.R.Webサイトから引用) 

 今年も複数の教員を会期中派遣して、最新の情報

を教育活動に活用していきます。リアル展と Web展

があります。ぜひお立ち寄りください。 

次の URLから Webサイトに入り、入場登録するこ

と(無料)が必要です。 

リンク➡H.C.R.Webサイト 

リアル会場の東３ホール「子ども広場（東京都）」

には、本校の外部専門員も会期中、駐在しています。 

■リアル展  

会期 10月 2日(水) ～ 4日(金) 

10:00～17:00 ※4日は 16:00まで 

会場 東京国際展示場「東京ビッグサイト」

東展示ホール 

■ Web展  

会期 9月 2日（月）～ 11月 1日（金） 

会場 H.C.R.Webサイト 特設サイト内 

 

■ ご協力のお願い 

（１）学校電話対応時間の変更について 

各学年だよりでお伝した内容を再掲

いたします。 

 

 後期（10月 1日）より、学校の電話対応時間を変

更いたします。回線により留守番電話のメッセージ

が流れない場合もあります。 

〇留守番電話対応時間 

平日：午後 6時から 午前 8時まで 

※緊急時、土、日、祝日、学校閉庁日は副校長携

帯電話へ ➡ ０７０－６５６９－５９４５ 

 

（２）サニタリーグッズ（おむつ・生理用品など）

の扱いへの配慮 

児童・生徒の人権を守ることは、学校運営の土台

です。本校はサニタリーグッズを学校で

お預かりする際に、大きな袋に入れて

いただくなど、人目に付かないように

ご協力をお願いしています。 

２学期になって補充いただく際に、

サニタリーグッズをそのまま児童・生徒に持たせて

しまう状況がいくつかありました。 

毎月 PTA 役員の皆様との打ち合わせ(PTA 顧問会)

を行っています。その中で、『①学校から具体的な提

案があると良いこと ②校内での取扱いの状況を共

有したい』とのお話がありました。 

校内での対応をお伝えしていなかったことに気が

付きました。こうしたご意見を頂戴することはとて
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もありがたいことです。私たちの取組みを振り返っ

て、見直す機会にもなるからです。 

各学年・学級が使用する棟やトイレの違い、教室

環境によっても対応が異なります。学校の取組みを

まとめて近日中にお知らせいたします。 

 

■ 中学部 1年 清掃親子教室 

中学部主任 主幹教諭 竹田 憲功 

 

 キャリア教育の取組みとして、毎年中学部１年生

の生徒と保護者を対象に行っています。 

【取組みのねらい】親子で同じ体験をすることを

きっかけにして、家庭や社会の中で自分にできる

役割を担い、積極的に家庭や社会生活に参加して

いけるようになること 

都内知的障害特別支援学校で幅広く指導をしてい

る「東京ビルメンテナンス協会」から講師 6名を招

きました。（リンク➡東京ビルメンテナンス協会） 

 

生徒はスティック掃除機のかけ方やスクイージを

使った窓ふきの清掃体験を通して、正しく道具を扱

ったり、効率よく

拭いたりするため

の、手順や約束ご

とを学びました。  

生徒たちは掃除

のプロフェッショ

ナルの方を前にして、はじめは期待と緊張で固い表

情でしたが分かりやすい説明を聞いて使い方のコツ

をつかむと落ち着いて取り組むことができました。 

 保護者の方にも見学、体験をしていただきました。

保護者からは「子供が張り切って体験している姿に

感動しました」、「帰宅して掃除機で実践してみま

す」、「さっそくスクイージを購入します」という

お声をいただきました。 

本校は児童・生徒の主体的な行動を引き出すこと

ができるように、学校全体で取組みを重ねています。

今回の取組みが、家庭生活などにおいて、生徒自身

が主体的に参加できる役割を考えるきっかけになれ

ばと願っております。 

 

■ 不審者対応訓練と防犯対策の取組み 

生活指導部主任 主幹教諭 佐藤 しほ  

 

不審者対応訓練は、実際に不審者が現れた場合の

対応方法や校内に不審者が侵入した場合の避難方法

を確認するために行う訓練です。年２回（１０月と

２月）実施しています。 

災害を想定した避難訓練と同様に「教員などの周

囲の大人の話をよく聞くこと」「落ち着いて行動す

ること」を身に付けます。 

「不審者」という耳慣れない言葉に、何の事だろ

うと思う児童・生徒もいます。そこで不審者対応訓

練は次の内容を教職員に周知徹底して実施します。 

１ 【事前学習】日ごろから児童・生徒に分かり

やすいイラストや言葉で対応方法を伝える 

【事後学習】訓練の振返り（訓練の意味・行

動の仕方など）、怖かった児童・生徒のケア 

２ 【侵入時対応】 

＜目的＞ 

①【教職員】素早く冷静な判断をして、適切

な指示出しと行動をとれること 

②【児童・生徒】落ち着いて、よく指示を聞

いて行動できること 

＜具体的な内容（教職員）＞ 

① 不審者に気付かれない情報共有の方法

を理解する 

②適切な避難経路を設定する 

③不審者への直接対応の技術を高める 

訓練中には怖くなって泣き出してしまう児童・生

徒もいます。定期的に訓練を行うことで、対応の仕

方を覚えることができます。訓練の大切さを話し、

落ち着いて行動するように伝えています。 

教職員は「不審者対応マニュアル」を活用し、児

童・生徒の安全を守ることができるように定期的に

話し合いをしています。保護者の皆様への連絡対応、

防犯意識向上に取組んでいます。 

 

都教育委員会から全都立学校に不審者侵入防止対

応の指示がありました。２つのことに取組みます。 

①侵入抑止効果を得るため

に、全ての門扉に「関係者以

外立入禁止」と表示する 

 

②来校者は、『来校者名簿』

に入校時と退校時の時刻・氏

名・訪問先等を記載する 

上記②につきましては、保護者の皆様に協力をお

願いいたします。詳細につきましては、あらためて

お知らせいたします。 
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日 曜 全校行事 小学部 中学部 保健

2 水 安全指導日

1 火 都民の日

5 土

3 木 避難訓練（水害）

4 金 中２ 社会見学 体重測定（小４～６）

体重測定（中）

7 月 体重測定（小１～３）

6 日

8 火 小３ 校外活動

9 水 小１ 校外活動

10 木 小３ 校外活動 予備日 中１移動教室　始

12 土

11 金 小１ 校外活動予備日 中１移動教室　終

13 日

14 月 スポーツの日

15 火 宿泊前健診（中２）

16 水

宿泊前健診（小５）18 金 小２ 校外活動 予備日 中２ 宿泊防災訓練　始

精神科健康相談（希望者）17 木 小２ 校外活動

20 日

19 土 中２ 宿泊防災訓練　終

22 火 不審者対応訓練

21 月

24 木 小５ 移動教室 始

23 水 交通安全教室

26 土

25 金 小５ 移動教室 終

月

27 日

令和６年度　１０月行事予定
スクールバス発車時刻　短縮便１１：４０　１便１３：５５　２便１５：３５

31 木

30 水

29 火

28


